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一生懸命がんばりました！
１０月２２日、ユーパロ幼稚園で第２４回発表会が行われました。

子どもたちは、歌に踊りにお芝居にと、練習の成果を発揮して精一杯頑張りました。保護者の皆さん

は、子どもたちより真剣な顔つきでカメラを構えていました。

そんなパパやママに、ステージから手を振ったり声をかけてしまう子もいて、とても楽しい発表会にな

りました。
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●平成28年度各会計予算執行状況……………………………３
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●北海道後期高齢者医療連合からのお知らせ…………………８



平成２９年度の夕張市功労表彰式が、１１月８日市役所で挙行されました。

多年にわたり、各分野で地道な努力を重ね、市政の発展向上に多大なる貢献のあった方々に贈られるものです。受賞さ

れた方 を々ご紹介いたします。

平成２９年度　夕張市功労・善行表彰
～市政の発展向上に貢献～

他に、社会事業功労表彰者が1名おりますが、受賞者のご

意思により、氏名は非公表としています。

善行表彰

功労表彰

「自治功労」

多年にわたり、農業経営の改善および農業者の地

位向上と本市の農業振興に尽力されました。

百　瀬　　勝さん

もも せ まさる

（68歳）

「自治功労」

多年にわたり、農業経営の改善および農業者の地

位向上と本市の農業振興に尽力されました。

名　徳　春　男さん

みょう とく はる お

（63歳）

「保健衛生功労」

多年にわたり、学校薬剤師として学校保健衛生業

務に尽力されました。

長　江　房　美さん

なが え ふさ み

（67歳）

「消防防災功労」

多年にわたり、消防団員として消防および災害の

防止に尽力されました。

小　西　真　三さん

こ にし しん ぞう

（73歳）

「社会事業功労」

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り組み、福

祉のまちづくりに尽力されました。

菊　地　辰　男さん

きく ち たつ お

（77歳）

多年にわたり、市民研修センターおよび清水沢地

区公民館を含む南支所敷地内の草刈りおよび除雪

などについて献身的な支援をされました。

田　森　勝　之さん

た もり かつ ゆき

多年にわたり、市民研修センターおよび清水沢地

区公民館を含む南支所敷地内の草刈りおよび除雪

などについて献身的な支援をされました。

平　村　　守さん

ひら むら まもる

夕張市の地域再生および住民の福祉の増進のた

めに多額の寄付をされました。

中　川　隆　司さん

なか がわ たか し

高齢者や障がい者などの生活支援活動、住民の
健康保持などに関する活動および住民自治活動の
維持、NPO法人ゆうばりファンタへの助成のために
多額の寄付をされました。

庵　原　宏　章さん

い はら ひろ あき

夕張高校魅力化プロジェクト推進のために多額の

寄付をされました。

石　川　美奈子さん

いし かわ み な こ

夕張高校魅力化プロジェクト推進のために多額の

寄付をされました。

都　築　一　意さん

つ づき かず い

他に、善行表彰受賞者が4名おりますが、受賞者のご意思により氏名は非公表としています。
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（１）
採
用
お
よ
び
競
争
試
験
（
平
成
28

年
度
採
用
分
）

（１）
勤
務
時
間

（１）
分
限
処
分

（２）
退
職
（
平
成
28
年
度
退
職
分
）

（２）
休
暇
な
ど
の
状
況

（２）
懲
戒
処
分

（２）
勤
務
成
績
の
評
定

（２）
公
務
災
害
の
認
定

平
成
28

年
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の

運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
夕

張
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

①
年
次
休
暇

一
の
年
に
つ
き
20
日
間
与
え
ら

れ
、翌
年
に
20
日
を
限
度
に
繰
り
越

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
28
年
の

一
人
当
た
り
平
均
日
数
は
７
・
１
日
で

取
得
率
は
17
･
８
％
で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
な

ど
の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
休
暇
や

組
合
休
暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条

例
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
育
児
休
業
・
部
分
休
業
の
取
得
状
況

育
児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
免
状

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、平
成
28
年
度

に
取
得
し
た
職
員
は
２
名
で
す
。

　

分
限
処
分
と
は
任
命
権
者
が
職

員
の
意
に
反
す
る
処
分
を
で
き
る

場
合
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
に
処

分
を
受
け
た
職
員
は
０
名
で
す
。

（１）
職
員
研
修

　

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
な

ど
の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
28
年
度

は
派
遣
研
修
な
ど
に
延
べ
72
人
の

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

（１）
健
康
診
断

　

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、各
種
の
健
康
診
断
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

28
年
度
は
定
期
健
康
診
断
な
ど
延

べ
1
7
5
人
の
職
員
が
受
診
し
ま

し
た
。

（３）
職
員
福
利
厚
生
会

　

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定

に
よ
り
、職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、職

員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、平
成
17
年

度
以
降
は
市
か
ら
の
交
付
金
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対

す
る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分

で
あ
り
、
平
成
28
年
度
に
処
分
を

受
け
た
職
員
は
０
名
で
す
。

･
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

　
　

職
員
は
勤
務
時
間
中
、
職
務
に

専
念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
特
例
で
研
修
や
定
期

健
康
診
断
な
ど
を
受
け
る
時
間
に

限
り
、任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り
こ

の
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
平
成

28
年
度
は
延
べ
50
件
の
申
請
が
あ

り
す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
正
式
任
用
お
よ
び
昇
任
時

（
主
事
、主
事
補
な
ど
）に
試
験
お
よ
び

勤
務
成
績
の
評
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

86 3 1 2 6

35 1 1

121 3 2 2 0 7

行 政 職

消 防 職

合 計

大学卒 短大卒 高校卒

区　　分 受験者数 競　争　試　験

採　　　　　　　用

選　考 小　計

区　　分

消　 防　 職

合　　計

定年

3

1

4

勧奨 分限 懲戒 死亡 普通

11

1

1

2

計

5

1

1

7

事務職

技術職

労務職

一　般

行政職

勤　務　時　間
週38時間45分

（１日７時間45分）

８時45分

17時30分

60分

土･日曜日

始 業

終 業

休憩時間

週 休 日

勤務時間の
割 り 振 り

区　分 件　数

公　務

災　害
1　人

通　勤

災　害
０　人

（単位：人）

（単位：人）

職
員
の
採
用
や
退
職

　

お
よ
び
競
争
試
験
の
状
況

勤
務
時
間
そ
の
他

　
　
　

  

勤
務
条
件
の
状
況

分
限
お
よ
び

　
　
　

懲
戒
処
分
の
状
況

研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の

特
例
に
関
す
る
承
認
の
状
況

職
員
の
福
祉
お
よ
び

　
　
　

  

利
益
保
護
の
状
況

服
務
の
状
況

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
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表
２
は
、
平
成
28
年
度
決
算
に

お
け
る
職
員
給
与
費
の
内
訳
で
す
。

給
与
費
と
は
人
件
費
の
う
ち
職
員

に
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、扶
養
手

当
な
ど
の
各
種
手
当
お
よ
び
民
間

の
賞
与
に
相
当
す
る
期
末
・
勤
勉
手

当
な
ど
の
支
給
額
の
合
計
を
い
い
ま

す
。

市
職
員
の
給
与
は
、そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の

給
料
と
、
扶
養
手
当
な
ど
の
諸
手

当
を
含
め
て
支
給
し
て
お
り
、給
与

の
額
は
国
や
民
間
企
業
の
状
況
を

考
慮
し
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
平
成
28
年
度
決
算
の
状

況
と
平
成
29
年
４
月
１
日
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
本
市

は
財
政
再
建
の
た
め
、平
成
19
〜
21

年
度
ま
で
平
均
30
％
、
平
成
22
〜

26
年
度
ま
で
平
均
20
％
、
平
成
27

〜
28
年
度
ま
で
平
均
15
％
、
平
成

29
年
度
か
ら
一
律
９
％
の
給
料
削
減

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
件
費
に
は
、
職
員
に
支
給
す

る
給
与
、
使
用
者
が
負
担
す
る　

共
済
費
の
ほ
か
、
特
別
職
の
給
料
、

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び

各
種
委
員
の
報
酬
な
ど
幅
広
い
範

囲
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
１
は
、
平
成
28
年
度
普
通
会

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。
歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
７
･
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
状
況

（１）
人
件
費

（２）
職
員
の
給
与

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表
３
は
、平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
の
一
般
行
政
職
の
初
任
給
を
表
し

て
い
ま
す
。

（３）
給
料
と
初
任
給

表
４
は
、平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
の
民
間
企
業
の
賞
与
に
相
当
す

る
期
末
・
勤
勉
手
当
の
状
況
を
表
し

て
い
ま
す
。

退
職
手
当
は
、表
５
の
と
お
り
退

職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た
支

給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

（４）
期
末
･
勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

市
長
な
ど
の
給
料
、
市
議
会
議

員
の
報
酬
お
よ
び
期
末
手
当
は
、   

表
6
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
特

別
職
の
給
与
な
ど
は
市
議
会
の
議

決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
特
別

職
の
給
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、市
長
の

約
70
％
削
減
を
は
じ
め
大
幅
に
削

減
し
て
い
ま
す
。

（５）
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

表
７
は
、４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
を
前
年
度
と
の
比
較
で
表
し
て
い

ま
す
。

（６）
定
員
の
状
況

表１．人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

表２．職員給与費の状況（平成28年度普通会計決算）

表３．一般行政職初任給 表４．期末・勤勉手当

表６．特別職の給料、報酬など表５．退職手当

表７．定員の状況

区　　分

28年度

住民基本台帳
（29.3.31現在）

歳　出　Ａ 人　件　費　Ｂ 人件費率（Ｂ／Ａ）

8.648 12,612,872 977,310 7.7
人

人

円 円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 ％

注 １ 記載の数値は「地方財政状況調査」の普通会計決算によるものです。
 ２ 歳出Ａは、歳出総額から前年度繰上充用金（本年度は0円）を除いた実質的な28年度の歳出額です。

区　分
１人当たり

の給与費

　　　（B／A）

28年度 126 392,062 99,937 136,074 629,073 4,985

職員数
　　　　　　A

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手 当

計
　　　　　B

給　　　与　　　費

区　　分 市 国（一般職）

158,200 178,200

129,500 146,100

大卒

高卒

一般
行政職

区　分 期　末 勤　　勉

６　月 1.225月分 0.85月分

12 月 1.375月分 0.85月分

計 2.60月分 1.70月分

・職制・職務上の級等による加算を廃止しています。

・独自削減は昨年度で終了しています。

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20年 18.27月分 22.838月分

25年 29.3625月分 35.235月分

35年 41.325月分 49.590月分

最高限度 43.5月分 49.590月分

定年前早期退職特例措置の廃止

区　分 給料または報酬 期末手当

259,000円 市　長

－　円副市長

230,000円 議　長

200,000円 副議長

180,000円 議　員

６月～1.125月

12月～1.325月

（平成23年７月

より当市に副市

長を置かないこ

とにしました。）

職員区分

一 般 行 政 部 門

教 育 部 門

消 防 部 門

普 通 会 計

水 道 会 計

そ の 他 会 計

公 営 企 業 等 会 計

合　　計

28年度

73人

12人

41人

126人

３人

15人

18人

144人

29年度

74人

12人

41人

127人

2人

17人

19人

146人

増　減

1人

0人

0人

1人

▲１人

2人

1人

2人
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

株
式
会
社
A
N
A
総
合
研
究
所

　
槙
田
様
に
よ
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
学
年
就
職
・
専
門
学
校
進
学
コ
ー
ス
14
名

を
対
象
に
、10
月
16
日
、客
室
乗
務
員
と
し
て

の
勤
務
経
験
を
お
持
ち
で
あ
る
株
式
会
社

A
N
A
総
合
研
究
所
の
槙
田
様
を
お
招
き

し
、就
業
意
識
を
高
め
る
こ
と
や
、英
語
接
客

を
経
験
し
て
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
未
来
へ
の
授
業
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

槙
田
様
が
客
室
乗
務
員
を
志
し
た
き
っ
か

け
や
、
接
遇
、
電
話
応
対
の
重
要
性
、
国
際
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
授
業
の
最
後
に
は
、実
際
に
国

際
線
を
想
定
し
た
接
客
実
習
を
行
い
、
生
徒

た
ち
は
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、英
語
で
の
実
習

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
菓
子
の
ふ
じ
前
田
様
に
よ
る

　
　
　
　
　
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
学
年
の
10
月
18
日
に
行
わ
れ
た
調
理
実

習
に
市
内
菓
子
店
「
お
菓
子
の
ふ
じ
」
店
主
の

前
田
様
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
の
作
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
前
田
様
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
に
歓
声
を
あ
げ
、目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
旬
の
夕
張
産
か
ぼ
ち
ゃ
を

生
地
に
練
り
こ
み
、
大
変
お
い
し
く
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
進
学
研
究
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
学
年
が
大
学
・
専
門
学
校
を
見
学
す
る

「
進
学
研
究
」
を
10
月
19
日
に
行
い
ま
し
た
。

事
前
に
２
〜
３
名
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
自

分
た
ち
の
興
味
関
心
の
あ
る
学
校
に
つ
い
て
事

前
に
調
査
を
行
い
、
訪
問
の
予
定
を
立
て
ま

し
た
。

　

当
日
は
、札
幌
駅
か
ら
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
の
見
学
先
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

生
徒
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
足
で
大
学
・
専

門
学
校
へ
行
き
、学
校
の
実
際
を
確
か
め
る
こ

と
で
具
体
的
な
進
路
の
イ
メ
ー
ジ
を
得
て
、将

来
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
い
ま
し
た
。

　

３
学
年
の
11
月
７
日
に
行
わ
れ
た
家
庭
科

の
授
業
に
お
い
て
、市
内
に
住
む
４
組
の
赤
ち

ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
、妊
婦
さ
ん
１
名
を
招

き
、市
保
健
福
祉
課
馬
渕
氏
の
指
導
の
も
と
、

生
徒
た
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
す
る
生
徒
も

少
な
く
な
く
、
生
徒
か
ら
は
「
難
し
か
っ
た
け

ど
、と
て
も
い
い
勉
強
に
な
っ
た
」
、「
子
ど
も
が

苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
考
え
方
が
変
わ
っ
た
」
、

「
命
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
」
、「
子
育
て
に
は

苦
労
が
多
い
が
、そ
れ
で
も
愛
情
を
注
げ
る
の

が
親
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
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ピ
コ
ピ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
う
ち
、乗
車
人
数
が
一
定
で
な
い
平
日
最

終
便
（
部
活
動
後
に
乗
車
す
る
便
）
と
、休
日
便
に
つ
い
て

乗
車
予
約
を
行
う
シ
ス
テ
ム
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
家
庭
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

高
校
、中
学
校
、バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
に
予
約
専
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
配
置
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、平
日
最
終
便
と
休
日
便
は
、乗
車
人
数
が
部

活
動
な
ど
に
左
右
さ
れ
、一
定
で
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、使
用

す
る
車
両
の
定
員
と
、実
際
の
乗
車
人
数
と
の
間
に
差（
無

駄
）が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
生
徒
た
ち
の
予
約
操
作
に
よ
っ

て
、乗
車
人
数
が
少
な
い
時
は
タ
ク
シ
ー
車
両
な
ど
の
小
さ

な
車
両
で
運
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、運
行
す
る
事
業
者

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　

ま
さ
に
生
徒
た
ち
が
今
、住
民
の
一
員
と
し
て
地
域
交
通

を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

開
発
に
関
与
し
た
夕
高
生

　

夕
高
生
５
名（
髙
橋
さ
ん
、二
階
堂
さ
ん
、北
上
く
ん
、田

中
く
ん
、本
間
さ
ん
）は
、モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、７
月
26
日
よ
り

一
か
月
間
シ
ス
テ
ム
を
試
験
的
に
使
用
し
、利
用
者
の
目
線

か
ら
改
善
点
な
ど
を
提
案
す
る
こ
と
で
開
発
に
携
わ
っ
た
。

　

夕
高
生
か
ら
の
提
案
が
反
映
さ
れ
、シ
ス
テ
ム
が
よ
り
使

い
や
す
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、中
学
生
・
高
校
生
か
ら
は
、

「
簡
単
」「
使
い
や
す
い
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

彼
ら
５
人
の
夕
高
生
が
、市
内
中
高
生
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

予
約
化
の
挑
戦
に
先
鞭
を
つ
け
た
と
言
え
よ
う
。

　

中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
予
約

シ
ス
テ
ム（
ピ
コ
ピ
コ
シ
ス
テ
ム
）が
こ
の
ほ
ど
、運
用
開
始
と

な
っ
た
。

市
政
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
夕
高
生

　

夕
高
生
の
市
政
へ
の
か
か
わ
り
の
成
果
は
、「
ピ
コ
ピ
コ
シ

ス
テ
ム
」
だ
け
で
は
な
い
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
多
く
は
、す
で

に
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で
御
承
知
か
と
思
う
が
、夕

張
高
生
は
、家
庭
科
の
授
業
に
お
い
て
南
清
水
沢
３
丁
目

に
開
設
し
た
「
バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
」の
企
画
を
行
っ
た
。

　

必
要
な
備
品
や
、内
部
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
通
し

て
、様
々
な
年
齢
の
利
用
者
に
と
っ
て
の
使
い
や
す
さ
、公
共

に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
議
論
を
進
め
、ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め

た
。

　

夕
高
生
の
ア
イ
デ
ア
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
採
用
し
た

「
バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
」
は
、平
日
正
午
か
ら
午
後
７
時
30
分

ま
で
、休
日
正
午
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、誰
で
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

普
段
バ
ス
を
使
わ
な
い
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
、ぜ
ひ
一
度
足

を
運
ん
で
、夕
高
生
の
活
躍
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
。

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
三
号

ピコピコシステム　始動

システムを開発した㈱ユニ・トランド井下氏に質問する夕高生
右：改善前画面　左：夕高生の提案による改善後画面
氏名の入力が省略され、スピーディーな操作が可能になった。

夕高生の提案をもとに改善されたシステムを

使って予約操作を行う夕張中学校の生徒

広報ゆうばり　2017年12月号７



北海道後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
■ 広域連合の計画に関する住民意見募集について ■

北海道後期高齢者医療広域連合の第３次広域計画(原案)及び

保健事業実施計画（第２期）(原案)に関する住民意見募集について

◆ 募集案件について

北海道後期高齢者医療広域連合は、道内179市町村との連携のもと、後期高齢者医療制度を運営している特

別地方公共団体です。

この度、広域連合では、広域連合と市町村が連携しながら処理する事務について定めた「第２次広域計画」お

よび被保険者の健康の保持増進事業のための「保健事業実施計画」が平成29年度末で終了することから、平成

30年度からの新たな計画を策定します。

この計画の策定にあたり、次のとおり広く住民の皆さんからご意見を募集します。

【募集案件】 北海道後期高齢者医療広域連合第３次広域計画（原案）

 北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画（第２期）（原案）

【募集期間】 平成29年11月29日(水)～平成29年12月28日(木)（必着）

◆ 計画（原案）および募集要領の閲覧方法について
意見募集の開始日から、北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ

(http://iryokouiki-hokkaido．jp/hotnews/detail/00000225.html)に掲載するとともに次の場所で閲

覧できます。

・市市民課健康保険係

・北海道後期高齢者医療広域連合（住所については、下記問合せ先参照）

問 合 せ 先

市健康保険係
☎　52－3105

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060－0062
札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
☎　011－290ー5601
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表：主なお酒の適量の目安（純アルコール20g）
※これらのいずれか１つ分

・アルコール量＝飲酒量（ml）×アルコール度数×0.01

・純アルコール量＝アルコール量×0.8

種　類
（アルコール度数）

目  安  量 エネルギー量

ビール
（５度）

中ビン１本
（500ml） 200kcal

日本酒
（15度）

１合
（180ml） 200kcal

ワイン
（12度）

グラス２杯弱
（200ml） 150kcal

焼酎
（25度） 100ml 140kcal

ウイスキー
（40度）

ダブル１杯
（60ml） 140kcal

おすすめのつまみ
（低エネルギーのものを）

・枝豆

・サラダ

・冷奴

・魚介類

・焼鳥　　など

テーマ：あなたの飲酒大丈夫？

適量のアルコールは、血行をよくし、新陳代謝を促し、ストレスを解消するなど、体にとってよ
い作用をもたらしますが、過度の飲酒が続くと肝臓病を招いたり、糖尿病や高血圧などの生活
習慣病を悪化させることもあります。年末は飲む機会が増え、お酒の量が増える時期です。アル
コールについて再確認してみましょう。

お酒は意外と高エネルギーで、純アルコール１gあたり７kcal
あります。ご飯の量を減らしても、ちょっと飲み過ぎるとあっと
いう間に１食に必要な食事のエネルギー量を超えてしまいます。

飲み過ぎて体の中で余ったアルコールのエネルギーは中性脂
肪となり、やがて脂肪肝や肥満の原因になるので要注意！！

「１日のお酒の適量の目安」とその「エネルギー量」を右表に
しました。自分の飲酒量がどのくらいのエネルギー量になるのか
確認してみましょう。

・・・アルコールは高エネルギー？・・・

アルコールが体内に入ると、早く無害なものに変えようと他
の食品より優先して肝臓で処理されます。お酒の適量である
アルコール20ｇを肝臓で分解するには３～４時間くらいかかります。

おつまみなど、一緒に食べた物（栄養素）の肝臓での処理は後回しにされ、アルコールの処理が終わるま
で待たされますので、アルコールを飲み過ぎるといつまでも肝臓の仕事が終わりません。

１日60ｇが処理の限界で、それ以上は肝細胞が休む時間がありません。ビールなら中ビン３本、日本酒な
ら３合ほどで純アルコール60ｇになります。女性と高齢者はアルコールの分解速度が遅いため、特に気を付
けましょう。

　肝臓は食べた物をエネルギーに変えたり、アルコールを解毒したり重要な働きをする臓器ですが、「沈黙
の臓器」と言われるように病気がかなり進行するまで自覚症状が現れません。日頃から肝臓に優しい飲酒、
食生活を心がけるとともに、健診などで肝臓の数値を確認していくことが大切です。自分の身体をいたわっ
て、いつまでも楽しくお酒を飲めるといいですね！

・・・アルコールの処理には時間がかかります・・・

・・・多量飲酒は「純アルコール摂取量１日平均60ｇを超える飲酒者」・・・

◆ヒント１：お酒と同じ量の水を飲む（焼酎などアルコール度数の高いお酒は特に多めに水を飲みましょう）

◆ヒント２：お酒のつまみはカロリーの低いものを

◆ヒント３：カロリー控えめのアルコール飲料にしてみる

◆ヒント４：週に２日は休肝日を

　アルコールが分解、解毒するためにたくさんの水分が使われます。またアルコールには利尿作用
もあり、脱水が進み心臓病や脳卒中などを招きますので、お酒を飲む前、飲んでいる間も水分摂
取が大切です。二日酔いの朝も脱水の可能性が高いため、水分をしっかりとりましょう。

　お酒には食欲増進作用があり、つい食べ過ぎてしまい
がち。おつまみは低エネルギー、低脂肪のものを選びま
しょう。飲み会を企画する場合、野菜がたくさんの鍋物に
してみるのもいいでしょう。

　アルコール飲料の中には「糖質０（ゼロ）」や「カロリー
オフ」のものがあります。カロリーの過剰摂取が気になる
場合は、選択の参考にしてみましょう。

　肝臓は回復力の強い臓器ですが、アルコールを飲み過ぎると肝細胞が再生する力
が落ちてしまいます。週に２日は肝臓を休ませてあげましょう。

・・・体に優しく美味しいお酒を楽しむために・・・

ビール中ビン１本500ml＝ご飯茶碗軽く１杯120ｇ
（200kcal） （200kcal）

管理栄養士　南　綾香
問合せ先　市保健係☎52-3106
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冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

      

除
排
雪
作
業
に
協
力
を

　

冬
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

  

除
排
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

国
道
、
道
道
と
の
交
差
点
な
ど
は
、
国

や
北
海
道
の
協
力
に
よ
り
段
差
の
解

消
を
行
い
、わ
だ
ち
に
つ
い
て
は
直
営
車

両
に
よ
り
市
民
生
活
に
最
低
限
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
に
日
中
の
体
制
で
対

応
し
ま
す
。

【
除
雪
体
制
】

　

除
雪
作
業
は
、午
前
３
時
ま
で
に
15

㎝
を
超
え
た
と
き
や
、
早
朝
に
か
け
て

15
㎝
以
上
の
降
雪
が
確
実
視
さ
れ
る
と

き
、
な
お
地
域
の
状
況
や
降
雪
・
雪
質

の
状
況
に
よ
っ
て
は
15
㎝
未
満
で
も
出

動
し
ま
す
。　

　

作
業
時
間
は
、
午
前
３
時
過
ぎ
か

ら
、皆
さ
ん
の
通
勤
、通
学
な
ど
に
間
に

合
う
よ
う
に
午
前
７
時
頃
ま
で
に
終

え
る
予
定
で
す
が
、気
象
条
件
や
降
雪

に
よ
っ
て
は
、時
間
内
に
終
わ
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
吹
雪
な
ど
、
前
が
見
え
な
い
と

き
は
事
故
防
止
の
た
め
、
作
業
を
一
時

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い
】

★
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
道
路
に
物
を
置
か
な
い
。

★
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
。

★
置
き
雪
の
除
雪
は
、各
家
庭
で
処
理

願
い
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
を
作
業
中
の
除
雪
機

械
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
声
か
け
し

て
く
だ
さ
い
。

【
雪
捨
て
場
】

　

市
で
管
理
し
て
い
る
雪
捨
て
場
は
、

５
カ
所
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
指

示
看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、順
序
良
く

危
険
の
な
い
よ
う
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

請
負
な
ど
で
捨
て
る
場
合
は
、
捨
て
た

雪
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
年
、雪
捨
て
場
に
雪
と
一
緒
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
不
法
投

棄
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
や
め
て
く

だ
さ
い
。

※
末
広
地
区
が
廃
止
と
な
り
鹿
の
谷

地
区
に
な
り
ま
し
た
。

※
時
間  

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
除
雪
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
】

◆
市
道　

市
土
都
市
計
画
土
木
係

☎
52
―
3
1
5
9

◆
国
道　

札
幌
開
発
建
設
部
岩
見
沢

道
路
事
務
所
維
持
課

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
0
0
0

◆
道
道　

北
海
道
札
幌
建
設
管
理
部

長
沼
出
張
所

☎
0
1
2
3
―
88
―
2
3
4
6

　

清
水
沢
橋
の
補
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

工
事
に
伴
い
、
次
の
日
程
で
通
行
規

制
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、夕
鉄
バ
ス
は

南
支
所
前
〜
小
学
校
前
間
を
迂
回
し

て
運
行
し
ま
す
。
迂
回
運
行
に
伴
い
一

部
の
停
留
所
で
発
着
時
刻
に
遅
れ
が

発
生
し
ま
す
。

　

南
清
水
沢
駅
７
時
15
分
発
の
急
行

新
さ
っ
ぽ
ろ
駅
行
は
、
南
清
水
沢
駅
〜

小
学
校
前
間
の
各
停
留
所
の
発
車
時

刻
が
５
分
早
く
な
り
ま
す
。

●
雪
捨
て
場
●

鹿の谷 千代田

清水沢 沼ノ沢 紅葉山

●
清
水
沢
橋
補
修
工
事
に
係
る
通
行
規
制
●

国
道
4
5
2
号

道
道
夕
張
長
沼
線

夕
張
川

ゆうばり小学校

★清水沢橋

南支所

夕張高校
ユーパロ
幼稚園

南清水沢駅

　

詳
し
く
は
、バ
ス
車
内
、バ
ス
停
の
掲

示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

規
制
日
程　

12
月
４
日
〜
12
月
17
日

規
制
内
容　

車
両
通
行
止

※
歩
行
者
の
通
行
は
可
能
で
す
。

問
合
せ
先　

通
行
規
制
に
関
す
る
こ
と

市
都
市
計
画
土
木
係☎

52
―
3
1
5
9

バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
こ
と

夕
鉄
バ
ス
夕
張
営
業
所☎

56
―
5
6
0
2

広報ゆうばり　2017年12月号 10



ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

「
あ
ず
ま
し
い
」

イ
ラ
ス
ト
の
展
示
場
所
を

　
　
　

 

募
集
し
て
い
ま
す

新
春
書
初
大
会

　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

夕
張
市
成
人
祭

緑
風
展

　

夕
張
高
等
養
護
学
校
の
生
徒
が
、

美
術
や
自
立
活
動
の
学
習
活
動
で
制

作
し
た
造
形
や
絵
な
ど
の
作
品
展
。

期　

間　

12
月
14
日
ま
で

ア
ト
リ
エ
こ
ざ
く
ら
作
品
展
『
私
た
ち

の
可
能
性
・
ぬ
く
も
り
』

　

市
内
南
部
に
あ
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
「
ぱ
れ
っ
と
ふ
ぁ
ー
む
」
で

活
動
し
て
い
る
「
ア
ト
リ
エ
こ
ざ
く
ら
」

の
み
な
さ
ん
が
、
普
段
の
活
動
の
中
で

制
作
し
た
木
工
・
切
り
絵
な
ど
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

12
月
19
日
〜
平
成
30
年
１

月
31
日

い
ず
れ
の
展
示
も

と　

き　

８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30

分（
市
役
所
開
庁
時
間
）

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
あ

ず
ま
し
い
」（
市
役
所
２
階
）

　

観
覧
は
無
料
。

　

「
夕
張
市
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

ゆ
う
ば
り
っ
こ
」の
表
紙
に
活
用
し
て
い

る
子
ど
も
の
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
、
展
示

し
て
い
た
だ
け
る
場
所
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

対
象
団
体　

市
内
で
展
示
可
能
な
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
団
体

展
示
サ
イ
ズ
･
枚
数　

Ａ
４
版
イ
ラ
ス

対　

象　

幼
児
か
ら
一
般

と　

き　

平
成
30
年
１
月
10
日 

午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

参
加
料　

3
0
0
円

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

12
月
27
日

持
ち
物　

書
道
用
具
一
式

※
当
日
会
場
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込
･
問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

と　

き　

平
成
30
年
１
月
７
日 

午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

対
象
者　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
は
、

11
月
末
ま
で
に
案
内
状
を
送
付
し
ま

す
。
住
民
登
録
を
市
外
へ
移
し
た
方

で
、
夕
張
市
成
人
祭
へ
の
出
席
を
希
望

す
る
方
は
12
月
26
日
ま
で
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

夕張市ゆうばり小・夕張中

共同調理場の給食調理員募集
急 募

◆給食調理員（臨時職員）

業務内容

勤務時間

勤 務 先

賃 金

休 日

募集人数

申込方法

調理、食器などの洗浄および調理室の清掃など（資格不問）
午前７時30分～午後４時15分（午前または午後のみの勤務も可）
夕張市立夕張中学校内（夕張市南清水沢３丁目）
日給６,280円（午前または午後のみの場合は時給811円）
土日祝日および小・中学校の長期休業期間中
（ただし、長期休業期間中は４日程度勤務有）
１人（事前に面接あり）
市教育係へ問合せください。

申込・問合せ先　市教育係　☎52―3166

夕張市学童クラブ指導員募集急 募

◆学童クラブ指導員（嘱託職員）

応募資格

勤 務 先

報 　 酬

募集人数

申込方法

そ の 他

健康で子供が好きな方（子育て経験者求む！）
夕張市学童クラブ（ゆうばり小学校内・夕張老人福祉会館内）
月額142,500円（社会保険加入）
若干名
市販の履歴書に必要事項を記入し、資格などを確認できるものを添えて、申込先に
持参または郵送。
事前に学童クラブの見学などの希望があれば対応可能です。

申込・問合せ先　市子ども・子育て支援係　☎52―3168

ト
最
大
31
枚
ま
で

申
込
･
問
合
せ
先　

市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
係　
　

 

☎
52
―
3
1
6
8
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ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

「
明
治
1
5
0
年
」
関
連

　
　
　
　

 

施
策
に
つ
い
て

市
営
・
道
営
住
宅
冬
季
対
策

年
末
年
始
の

　
　

火
災
予
防
に
つ
い
て

教
育
行
政
の
執
行
状
況
点
検

　
　
　
　
　
　

評
価
報
告
書

と　

き　

12
月
16
日　

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

絵
本
・
紙
芝
居
、工
作
な
ど

問
合
せ
先　

図
書
コ
ー
ナ
ー

☎
56
―
6
6
0
1

　

リ
フ
ト
を
使
用
し
ま
す
の
で
、リ
フ

ト
代
が
か
か
り
ま
す
。
リ
フ
ト
券
購
入

の
際
は
、教
室
で
配
付
す
る
ゼ
ッ
ケ
ン
を

提
示
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

☎
56
―
6
0
4
6（
月
曜
休
館
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、平
成
28
年
度
の

主
な
事
務
事
業
の
管
理
と
執
行
状
況

に
つ
い
て
、よ
り
良
い
教
育
行
政
の
推
進

に
役
立
て
る
た
め
、
自
ら
点
検
評
価

し
、
外
部
評
価
委
員
会
の
評
価
と
意

見
を
合
わ
せ
「
平
成
28
年
度
教
育
行

政
の
執
行
状
況
に
関
す
る
点
検
評
価

報
告
書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

報
告
書
は
、議
会
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
市
教
育
課
と
南
支
所
に

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な

り
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
年
始
に

は
、例
年
火
災
が
多
く
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
火
災
原
因
の
多
く
は
、ち
ょ
っ
と

し
た
火
の
不
始
末
や
不
注
意
に
よ
っ
て

発
生
し
て
い
ま
す
。
お
出
か
け
の
前
、お

休
み
の
前
に
は
火
の
元
を
点
検
し
、
火

災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
平
成
29
年
度
防
火
標
語

「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣

に
」

◆
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
。
②
ス

ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

時
は
、必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使

用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

る
。

　

平
成
30
年
は
、
明
治
元
年
か
ら
起

算
し
て
満
1
5
0
年
に
当
た
り
ま
す
。

政
府
で
は
、
内
閣
官
房
副
長
官
を
議

長
と
す
る
「
「
明
治
1
5
0
年
」
関
連

施
策
各
府
省
連
絡
会
議
」
を
設
け
、①

「
明
治
以
降
の
歩
み
を
次
世
代
に
遺
す

施
策
」
、
②
「
明
治
の
精
神
に
学
び
、さ

ら
に
飛
躍
す
る
国
へ
向
け
た
施
策
」
、

③
「
明
治
1
5
0
年
に
向
け
た
機
運

を
高
め
て
い
く
施
策
」
の
３
つ
を
柱
と

し
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
「
明
治

1
5
0
年
」
関
連
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

  
国
だ
け
で
な
く
、地
方
公
共
団
体
や

民
間
も
含
め
て
、日
本
各
地
で
、「
明
治

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
住
宅
の
冬
季
対
策
に
つ
い

て
、次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

設
備
な
ど
の
点
検

◆
水
落
と
し
は
正
常
に
作
動
し
て
い

ま
す
か
？

◆
灯
油
タ
ン
ク
か
ら
暖
房
器
具
ま
で
の

ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
劣
化
に
よ
り
、床
な
ど
に

灯
油
が
漏
れ
た
跡
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
事
前
に
点
検
し
、場
合
に
よ
っ
て

は
専
門
業
者
に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

長
期
間
の
留
守

　

冬
に
長
期
に
わ
た
り
住
宅
を
留
守

に
す
る
場
合
は
、水
落
し
は
も
ち
ろ
ん
、

必
ず
排
水
口
に
不
凍
液
を
入
れ（
凍
結

に
よ
り
便
器
が
割
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
）、留
守
に
す
る
こ
と
を
市
に
届

け
出
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
な
ど
に
つ
い
て

◆
通
路
な
ど
の
共
用
部
分
は
入
居
者

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、ト
ラ
ブ
ル
の
無
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
入
居
住
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
、

入
居
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ

う
。

過
去
に
実
際
に
発
生
し
た
事
例

◆
水
落
と
し
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
水

道
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。

◆
ア
パ
ー
ト
で
物
置
に
置
い
た
灯
油
タ

ン
ク
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
ひ
び
割
れ
に
気
が

つ
か
な
か
っ
た
た
め
、下
の
階
に
灯
油
が

漏
れ
て
し
ま
っ
た
。

◆
屋
根
の
雪
を
一
度
も
下
さ
な
か
っ
た

た
め
に
軒
先
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。

◆
長
期
留
守
に
し
た
が
、不
凍
液
を
入

れ
な
か
っ
た
た
め
、
帰
宅
し
た
際
ト
イ

レ
の
水
が
流
れ
な
か
っ
た
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
入
居
者
に
多
大

な
費
用
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
冬
季

対
策
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

も
置
い
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
教
育
課

☎
52
―
3
1
6
6

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制

を
作
る
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
課

☎
53
―
4
1
2
1

1
5
0
年
」
に
関
連
す
る
多
様
な
取

組
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

使
用
促
進
や
広
報
な
ど
を
通
じ
て
、

「
明
治
1
5
0
年
」
に
向
け
た
機
運
の

醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/sin

gi/m
eiji150/portal/

問
合
せ
先

内
閣
官
房
「
明
治
1
5
0
年
」
関
連
施

策
推
進
室

☎
03
―
3
5
8
1
―
1
3
5
7

教室名 ジュニアスキー教室

対  象 小学生・中学生

開催日時

平成30年１月６・７・８・13・14日
午前10時～午後２時30分

（午前11時30分～午後１時までは
昼食休憩）

開催場所 マウントレースイスキー場

定  員 先着 100人

受 講 料 小学生5,000円、中学生6,000円

申込期限 12月22日（金）
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平
成
29
年
全
国
防
犯
功
労
者

表
彰
で
池
元
敬
三
さ
ん
が

　

「
防
犯
栄
誉
金
章
」
を

　
　
　
　

受
賞
し
ま
し
た

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

 

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
申
請
を

　
　

 

受
け
付
け
て
い
ま
す

狩
猟
免
許
試
験

平
成
30
年
度

　

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

　

池
元
敬
三
さ
ん
が
、「
平
成
29
年
全

国
防
犯
功
労
者
表
彰
」の
「
防
犯
栄
誉

金
章
」
を
受
賞
さ
れ
、10
月
27
日
に
、栗

山
警
察
署
夕
張
警
察
庁
舎
に
て
、
渡

辺
夕
張
警
察
庁
舎
所
長
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

池
元
さ
ん
は
、昭
和
54
年
か
ら
夕
張

防
犯
団
体
連
合
会
の
会
員
に
な
り
、監

査
役
な
ど
の
重
職
に
就
か
れ
、
長
年
に

わ
た
り
、
安
全
、
安
心
な
街
づ
く
り
の

た
め
、
同
連
合
会
会
員
を
先
導
し
、
各

種
行
事
で
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
共
に
、豊
富
な
人
脈
を
活

か
し
、同
連
合
会
と
地
域
住
民
と
の
パ

イ
プ
役
と
な
り
、夕
張
市
民
の
防
犯
意

識
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
、現
在
も
理

事
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

池
元
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る
ご
活
躍

が
認
め
ら
れ
、
平
成
29
年
に
は
全
道
で

４
名
の
受
賞
者
う
ち
の
１
名
と
し
て
、

「
防
犯
栄
誉
金
章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

池
元
さ
ん
は
、「
今
回
の
名
誉
あ
る

賞
を
賜
っ
た
の
は
警
察
署
の
温
か
い
ご

指
導
と
私
を
支
え
て
く
れ
た
歴
代
の

役
員
ら
の
大
き
な
力
が
こ
の
様
な
受

賞
に
結
び
つ
い
た
と
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
夕
張
は
厳
し
い
社
会
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
身
体
の
続

募
集
科
目　

板
金
科
お
よ
び
電
気
工

事
科

訓
練
期
間　

平
成
30
年
４
月
20
日
〜

平
成
31
年
３
月
14
日

応
募
資
格　

平
成
30
年
３
月
に
中
学

校
以
上
を
卒
業
（
見
込
を
含
む
）
す
る

方
ま
た
は
一
般
求
職
者

募
集
定
員　

各
科
10
名

訓
練
場
所　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

空
知
（
中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
）

授
業
料　

無
料（
入
学
諸
経
費
別
途
）

申
込
期
限　

平
成
30
年
１
月
19
日

問
合
せ
先

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0

①
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

（１）
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

･
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
が
外
見
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い
方

が
、
着
用
す
る
こ
と
で
周
囲
の
方
に
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

た
り
、援
助
を
得
や
す
く
し
た
り
す
る

マ
ー
ク
で
す
。

･
裏
面
に
は
、
利
用
者
が
、
周
囲
の
方

に
伝
え
た
い
情
報
や
必
要
と
す
る
配

慮
な
ど
の
内
容
を
記
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
、付
属
の
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（２）
配
付
対
象

･
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い

る
方
、
身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
知

的
障
が
い
、発
達
障
が
い
、内
部
障
が
い

の
あ
る
方
、
難
病
の
方
、
妊
娠
初
期
の

方
な
ど
で
あ
っ
て
外
見
か
ら
は
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
に
く
い
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

（３）
配
付
方
法

･
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
付
に
あ
た
っ
て
は
、

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
配
付
申
込
書
」
に
よ
る

申
請
が
必
要
で
す
。

･
申
込
者
１
人
に
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
１
個

ま
で
の
配
付
と
し
て
い
ま
す
。

･
申
込
者
は
、本
人
ま
た
は
家
族
に
限

定
し
て
く
だ
さ
い
。

･
配
付
は
無
料
で
行
い
ま
す
。

【
狩
猟
試
験
予
備
講
習
】

と　

き　

平
成
30
年
１
月
28
日 

午
前

く
限
り
犯
罪
の
な
い
安
全
な
街
づ
く

り
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
力
を
つ
く

し
ま
す
。
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い

た
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署
夕
張
警
察

庁
舎　
　
　
　
　

☎
52
―
0
1
1
0 

（４）
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
人

を
見
か
け
た
ら

　

電
車
･
バ
ス
の
中
で
席
を
譲
る
、
声

を
か
け
る
な
ど
の
適
切
な
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

②
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

（１）
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

･
災
害
時
や
緊
急
時
な
ど
、周
囲
の
方

に
手
助
け
を
求
め
た
い
時
な
ど
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
手
助
け
を
求
め
る
も
の

で
す
。

（２）
配
付
対
象

･
周
囲
か
ら
助
け
が
必
要
な
と
き
に
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
い
方
が
配

付
対
象
に
な
り
ま
す
。

（３）
配
付
方
法

･
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
申
込
書

に
よ
る
受
付
は
不
要
で
す
。

･
配
付
は
無
料
で
行
い
ま
す
。

（４）
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
場
合

･
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
内
に
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
が
記
入

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
適
切
な
対
応
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先
･
配
付
場
所

市
生
活
福
祉
係　

☎
52
―
1
0
5
9

北海道電力からのお願い

ほくでん節電 検 索

○この冬も引き続き｢無理のない範囲での節電｣にご協

力をお願いいたします。

○詳しくは、ほくでんホームページをご覧ください。

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
市
会
館
ま
な
み
〜

る　

多
目
的
室
①
②
③

受
講
料　

第
１
種
、第
２
種

7
、
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）
、

網
、わ
な 

各
5
、0
0
0
円
、第
１
種
ま

た
は
第
２
種
と
同
時
に
網
、わ
な
を
受

講 

1
0
、0
0
0
円

受　

付　

12
月
19
日
〜
平
成
30
年
１

月
19
日

【
狩
猟
試
験
】

と　

き　

平
成
30
年
２
月
４
日

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

空
知
総
合
振
興
局

問
合
せ
先　

空
知
猟
政
協
議
会 

☎
0
1
2
6
―
25
―
5
7
6
8

（
火
･
木
曜
日
の
み
）
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北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

　
　
　
　
　
　

啓
発
週
間

み
ん
な
の
集
い

平
成
30
年
度

ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
園
児
募
集

ミ
ス
タ
ー
「
西
垣
」

　
　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
！

北
海
道
大
学
病
院
医
師

  

に
よ
る
市
民
公
開
講
座
の

　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

北洋銀行の創立100周年記念事業の

一環として、薬木キハダの苗木約７５０

本が植樹されました。

10月21日

ほっくーの森「植樹祭」

◆
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

と
は

　

日
本
人
拉
致
事
件
を
は
じ
め
と
し

た
、北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

の
実
態
を
解
明
し
、そ
の
抑
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18
年
６
月

に
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12
月

10
日
か
ら
同
月
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で

あ
る
拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
、北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の

解
決
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、こ
の
問
題

に
つ
い
て
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題

　

平
成
14
年
９
月
、
北
朝
鮮
平
壌
で

開
催
さ
れ
た
日
朝
首
脳
会
談
に
お
い

て
、
北
朝
鮮
側
は
長
年
否
定
し
て
い
た

日
本
人
の
拉
致
を
初
め
て
認
め
ま
し

た
。

　

現
在
、日
本
政
府
は
、
17
人
の
日
本

人
を
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
と

し
て
認
定
し
、そ
の
う
ち
５
人
は
平
成

　

世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
、お
と
な

も
子
ど
も
も
体
験
で
き
る
参
加
型
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

無
料
。

と　

き　

12
月
11
日　

午
前
10
時
〜

11
時

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

問
合
せ
先　

夕
張
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー（
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
56
―
6
0
0
4

　

市
と
北
海
道
大
学
病
院
に
よ
る

『
住
民
の
健
康
増
進
に
関
す
る
連
携
協

定
』
締
結
の
一
環
と
し
て
、広
く
市
民
を

対
象
と
し
た
北
大
病
院
の
医
師
に
よ

る
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

12
月
17
日　

10
時
30
分
〜

（
正
午
終
了
予
定
）　

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

講　

師　

①
北
海
道
大
学
病
院
内
科
Ⅱ

中
村
昭
伸
医
師

②
北
海
道
大
学
病
院
脳
神
経
外
科

長
内
俊
也
医
師

申
込
･
問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

　

老
人
福
祉
会
館
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

が
、１
年
間
元
気
で
通
わ
れ
一
生
懸
命

練
習
に
励
ん
だ
成
果
の
発
表
会
を
、今

年
も
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
財
政

破
綻
後
、会
場
費
な
ど
の
費
用
を
参
加

者
自
ら
負
担
し
開
催
し
て
い
ま
す
。
入

館
料
無
料
。

と　

き　

12
月
４
日　

午
前
10
時
30

分と
こ
ろ　

老
人
福
祉
会
館

問
合
せ
先　

老
人
福
祉
会
館

☎
56
―
6
7
7
7

募
集
対
象

３
・
４
歳
児　

平
成
25
年
４
月
２
日
〜

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ

５
歳
児　

平
成
24
年
４
月
２
日
〜
平

成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
15
分

（
行
事
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
）

延
長
保
育　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
３
時
45
分

（
行
事
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
）

14
年
10
月
に
帰
国
が
実
現
し
ま
し
た

が
、
他
の
被
害
者
に
つ
い
て
は
、い
ま
だ

北
朝
鮮
か
ら
納
得
の
い
く
説
明
が
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

送　

迎　

通
園
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
30
年
１
月
９
日
〜

１
月
31
日

そ
の
他　

１
月
下
旬
に
幼
稚
園
の
公

開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
･
問
合
せ
先

夕
張
市
立
ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園　

☎
59
―
5
5
7
5
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　Ａコープ南清水沢店駐車場で、住宅用火災警報器交換促進の街頭啓発が行われました。住宅用火災報知器

は、古くなると電池切れなどで正常に機能しないことがあるため、10年を目安に交換しましょう。

10月22日　街頭啓発活動

子どもたちはとても楽しんでステージに立ち、生き生きと発表していました。

GLAYのTERUさんが来夕され、鈴木市長と対談しました。

夕張でコンサートを行うことを約束してくれました。

11月７日　GLAY TERUさん来夕

10月28日　ゆうばり小学校学習発表会
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年
末
年
始
の
窓
口

水
道
故
障
の
受
付

夕
張
市
民
吹
奏
楽
団　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
7

一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

12月29日 金曜日の地区 第１火曜日の地区
午前８時30分　

　～午後４時30分

12月30日～１月３日

１月４日 第１木曜日の地区

１月５日 第１水曜日の地区

休みます

午前８時30分　

休みます

水・木曜日の地区

金曜日の地区
　～午後４時30分

１月６日～１月８日 休みます 休みます

南清水沢

佐
々
木  

遥

汰
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
６
月
２
日
生
ま
れ

は
る 
　
た

　

市
役
所
は
12
月
30
日
か
ら
１
月
８

日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

●
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
交
付

と　

き　

１
月
４
日　

午
前
８
時
45

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

本
庁
市
民
係

●
戸
籍
の
届
出

　

戸
籍
の
届
出
受
付
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分　
　
　

 

☎
52
―
3
1
3
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

消
防
本
部
（
清
水
沢
宮

前
町
）　
　
　
　

 

☎
53
―
4
1
2
2

受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌
朝

午
前
８
時
30
分 

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

●
市
営
浴
場
の
営
業

　

宮
前
町
･
真
谷
地
･
清
陵
浴
場
は

次
の
と
お
り
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

12
月
31
日
･
１
月
３
日　

午
後
２
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

１
月
１
日
･
２
日　

休
業
し
ま
す
。

１
月
４
日
か
ら
各
浴
場
と
も
平
常
ど

お
り
営
業
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係  

☎
52
―
3
1
0
8

●
ご
み
の
収
集

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

●
し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

　

年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、12
月
15
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

　

12
月
30
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の
水

道
の
故
障
･
不
都
合
に
つ
い
て
の
対
応

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
12
月
31
日
、１
月
１
日
、３
日
、４
日

　

休
み
ま
す

◆
12
月
30
日　

　

日
管
建
設　
　

☎
52
―
2
5
5
1

◆
１
月
２
日

　

石
川
衛
生
工
業

☎
0
1
2
6
―
56
―
2
7
8
1

◆
１
月
５
日　

　

泉
工
務
店　
　

 

☎
52
―
2
4
3
0

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増
し

と
な
り
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
市
営
・
道
営
住
宅
に
関
し
て
は
、
市

建
築
住
宅
係
で
対
応
し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
管
理
窓
口

☎
52
―
3
1
5
2

市
建
築
住
宅
係　

☎
52
―
3
1
1
9

　

夕
張
市
民
吹
奏
楽
団
が
、
数
年
ぶ

り
に
単
独
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

演
奏
曲
目
は
子
ど
も
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、１
曲
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
曲
を
！
と
思
い
、
名
探
偵

人　口 8,390人(－80人)

　男 3,909人( －6人)

　女 4,481人(－74人)

世帯数 4,883世帯(－73世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
１
月
号
は
、

12
月
28
日
に
配
布
し
ま
す
。

コ
ナ
ン
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
、
美
女
と
野
獣

メ
ド
レ
ー
、
演
歌
メ
ド
レ
ーV

ol.3

な
ど

を
演
奏
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
上
靴
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
17
日
午
後
２
時
開
演

（
午
後
３
時
10
分
終
演
予
定
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
小
学
校 

体
育
館

問
合
せ
先

ミ
ニ
コ
ン
実
行
委
員
長　

鎌
田

☎
0
9
0
―
6
2
1
5
―
4
3
9
9

平成29年11月１日　現在

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先 

夕
張
環
境
清
掃
㈱

☎
56
―
6
0
0
0
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